ゲンシリョク ショウギョウ リヨウ ノ コクサイ カンリ ゲンシリョク ハツデンショ オ チュウシン ニ by 魏, 栢良
                       
 
氏     名    魏 栢良 
学 位 の 種 類    博士（法学） 
学 位 記 番 号    第 6196 号 
授与報告番号       乙第 2793 号 
学位授与年月日   平成 27年 9月 30 日 
学位授与の要件   学位規則第 4条第１項（又は第 2項）該当者 
学 位 論 文 名    原子力商業利用の国際管理-原子力発電所を中心に- 
論文審査委員    主査 教 授 桐山 孝信        副査 教 授 平 覚          
          副査 教 授 永井 史男                              
                                                  
 
 
論 文 内 容 の 要 約 
 
本書は、原子力の商業利用、とくに原子力産業活動の中心である原子力発電所（以下、原発）につい































よび核不拡散条約(Treaty on the Non-Proliferation of Nuclear Weapons, NPT. 以下、NPT)での保
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